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1.プログラムフロー P.2

使用機械 装置・用途 ピッチキング装置・X軸正逆駆動用

ベルト

タイプ・仕様・帆布 オープンエンド・スチール・歯面帆布

歯形 AT歯形

目標ベルト幅 50mm

ベルト使用本数/台 1本

負荷

モータの種類 サーボモータ

モータ負荷 ピークトルク 48Nm

駆動プーリ回転数 400rpm

使用頻度 稼働時間 4h/日

Dr:≒φ80

Id:100Id:100

クランプクランプ

レイアウト

使用条件

座標 X,YorZ (Dr基準で時計回り）
Dr:0,0
→Id:90,-150
→クランプ:5500,-200
→クランプ:-500,-200
→Id:-90,-150

条件
抽出

使用条件表

Ls:300

使用条件をご準備下さい

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.3
スタート画面

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.4

使用条件

リフターのみ追加選択→

用途と設計方法選択画面

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.5

☞詳細手順、注意点
3-2),3):P.17~29

入力タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.6

レイアウトが描画される

☞詳細手順、注意点
3-2),3):P.17~29

入力タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.7

☞詳細手順、注意点
3-4):P.30~31

入力タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.8

☞詳細手順、注意点
3-5),6):P.32~39

入力タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.9

概算結果確認通常手順

☞詳細手順、注意点
4:P.40

候補一覧タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.10

合致させる

☞詳細手順、注意点
5:P.41~42

レイアウト調整タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.11

合致!

☞詳細手順、注意点
5:P.41~42

レイアウト調整タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.12

結果確認

☞詳細手順、注意点
6:P.43~45

結果タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.13

☞詳細手順、注意点
6:P.43~45

結果タブ

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



1.プログラムフロー P.14

機能性及び耐久性は実機にて
十分な評価をお願い致します。

Pdf.

➀
使用条件抽出

➁
製品,地域選択

③
用途・設計方法選択

④
使用条件入力

⑤
ベルト決定

⑥
レイアウト計算

⑦
結果,pdf.出力

⑧
pdf.



2.タブの説明

➀ ➁ ③ ④ ⑤ ⑥

⑤：ベルトの製品呼称、標準幅を確認頂けます。
⑥：標準プーリ歯数を確認頂けます。

・設計検討は➀~④の順に進めます。

P.15



3-1)入力タブ:入力手順 ④のボタン押下でレイアウト図を描画
⑧のボタン押下で次のタブへ

➀ ➁

③
④

⑤

⑦

⑥

⑧

P.16



3-2)入力タブ:ベルト選択

タイプ（必須）：オープンエンド/ジョイント

仕様（必須）：スチール/アラミド
帆布（必須）：なし/歯面/背面/両面帆布
歯形：自動/要望の歯形を選択

用途・設計方法選択結果

➀

P.17



3-3)入力タブ:レイアウト描画

➁

③
④

＜レイアウト描画手順＞

➁プーリ回転方向選択→③レイアウト条件入力→④レイアウト図を表示

・白抜きの条件欄に入力必須

・傾斜角度は用途：コンベヤ,リニア,Ω 設計方法：搬送物質量 で☑必須

P.18



3-3)入力タブ:レイアウト描画 ③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

軸No.1

(原動プーリ)
軸No.2

軸No.3

➁

③

座標入力例

④

←プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

用途：動力伝達

P.19

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外切替え
・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



クランプがレイアウトの両端に配置されない場合、
プーリのみのレイアウトでも検討可。

クランプがレイアウトの両端に配置される場合、
クランプを含むレイアウトが検討に必須。

用途:リニア 用途:Ω

用途:リフター

(つるべ式)

クランプを含む
レイアウトがなく
ても検討可

クランプを含む
レイアウトが必須

用途:リフター

(つるべ式以外)

P.20動力伝達以外の用途はクランプの描画可3-3)入力タブ:レイアウト描画



3-3)入力タブ:レイアウト描画

軸No.1

(原動プーリ) 軸No.2

③
座標入力例

用途：コンベヤ

➁

④

P.21

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外/クランプ切替え
※クランプ座標の目安：隣接プーリの端部座標

③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力
・プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



3-3)入力タブ:レイアウト描画

例:クランプのY座標は隣接プーリ端部のY座標と合わせる。

軸No.1

(原動プーリ)

軸No.2（クランプ）

軸No.3

➁

③

座標入力例

④

用途：リニア

P.22③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外/クランプ切替え
※クランプ座標の目安：隣接プーリの端部座標

・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力
・プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



3-3)入力タブ:レイアウト描画

例:クランプのY座標は外側プーリ端部のY座標と合わせる。

軸No.1

(原動プーリ)

軸No.2

軸No.3軸No.4

軸No.5

③

座標入力例

➁

④

用途：Ω

P.23③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外/クランプ切替え
※クランプ座標の目安：隣接プーリの端部座標

・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力
・プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



3-3)入力タブ:レイアウト描画

軸No.1(原動プーリ)

軸No.2

軸No.3

軸No.4

③

座標入力例

➁

④

用途：リフター（カウンターウエイトあり、バネ張力なし）

P.24③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外/クランプ切替え
※クランプ座標の目安：隣接プーリの端部座標

・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力
・プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



3-3)入力タブ:レイアウト描画

軸No.1

(原動プーリ)

軸No.2軸No.3③

座標入力例

➁

④

用途：リフター（つるべ式）

P.25③各座標を原動プーリをNo.1とし時計回りに入力
→④”レイアウト図を表示”押下で描画

・各軸の”プーリ位置”押下で内/外/クランプ切替え
※クランプ座標の目安：隣接プーリの端部座標

・プーリ歯数orピッチ径:最小プーリ以上入力
・プーリ位置”外”選択時：プーリ外径入力

※歯形”自動”選択でプーリ歯数入力時：

最小歯ピッチの歯形でレイアウト概要図を表示



【目次】

・“傾斜角度” ☑必須

・リニア,Ω用途で斜めに搬送(水平,垂直を除く)

される場合は当社へご相談下さい。

・傾斜部で隣合うプーリ径が異なる場合は

当社へご相談下さい。

3-3)入力タブ:レイアウト描画/注意点 P.26

「用途：コンベヤ,リニア,Ω 設計方法：搬送物質量」

【レイアウト条件】入力注意点



3-3)入力タブ:レイアウト描画/注意点 傾斜角度によらず③で
選択軸のチェックボックスにチェック

軸No.1

軸No.2

傾斜角度

③

［例］

例）用途：コンベヤ 設計方法：搬送物質量

P.27

・選択必須 (水平:0°,垂直:90°)

・時計回りに隣合う2軸の傾斜角度を自動計算

→例の選択軸：軸No.1（時計回りに傾斜の基準）

→③で軸No.1に☑（ボタン押下で☑）

”レイアウト図を表示”押下で計算結果表示



3-3)入力タブ:レイアウト描画/注意点 プーリ回転方向が左回転/正逆
→軸No.1,3傾斜角度の選択軸？

軸No.3

軸No.1

・時計回りに隣合う2軸の傾斜角度を自動計算

→例の選択軸：軸No.3（時計回りに傾斜の基準）

→③で軸No.3に☑

傾斜角度
［例］

軸No.2③

P.28

例）用途：コンベヤ 設計方法：搬送物質量



3-3)入力タブ:レイアウト描画/注意点 Ω用途 垂直搬送の
傾斜角度選択軸？

軸No.3(クランプ)

軸No.1

・例(Ω用途)の傾斜角度は上下クランプ軸の角度を求めます。

→例の選択軸：軸No.3（クランプ）

→③で軸No.3に☑

傾斜角度

［例］

軸No.2

③ 軸No.4(クランプ)

軸No.5

P.29

・時計回りに隣合う2軸の

傾斜角度を自動計算

例）用途：Ω 設計方法：搬送物質量



3-4)入力タブ:補正係数

⑤

P.30

・⑤補正係数(必須)：入力or ”補正係数参照入力”で選択

ベルトタイプ補正係数と総補正係数：自動計算
”確定” で元の画面に戻る



3-4)入力タブ:”補正係数参照入力”

1.使用機械を選択
※該当機がない場合は類似機を選択

2.原動機(モータ) を選択

3.運転時間/日を選択

4.回転比を選択
※回転比=大プーリ歯数/小プーリ歯数

5.アイドラ個数を選択
※アイドラなし：チェック不要
※正逆運転用途：全て“ベルトの張り側”で計数

P.31

確定



3-5)入力タブ:負荷の単位 設計方法でモータ負荷/実負荷選択
→⑥負荷の単位を選択

⑥

[設計方法:モータ負荷/実負荷] [設計方法：搬送物質量/慣性モーメント]

P.32



3-6)入力タブ:検討条件入力

検討条件の入力項目：”用途・設計方法”で異なる。

・白抜きの条件欄に入力必須

※多本掛け使用はポカヨケよけのため、ベルト1本あたりの条件で検討を推奨します。

ベルト1本あたりの負荷は、プーリ軸に発生する負荷をご使用予定ベルト本数で割った値として下さい。

P.33

⑦



3-6)入力タブ:検討条件の入力項目一覧

用途
動力伝達,
コンベア

リニア,
Ω

コンベア
リニア,

Ω
リニア,

Ω

検討方法 モータ負荷 搬送物質量
慣性

モーメント

ベルト使用本数 ○ ○ ○ ○ ○

駆動プーリ(最大)
回転数 ○ ○ ○ ○ ○

モータ負荷 ○ ○

加速度:α ○ ○

搬送物総質量:m ○ ○ ○

摩擦係数:μ ○ ○ ○

最大回転数
差:⊿n ○

加速時間:t ○

従動プーリ質
量:mp ○

搬送側最小スパン
長:Ls ○ ○ ○

用途 リフター

条
件

カウンターウェイト なし あり なし あり なし あり なし あり

バネ張力 なし なし あり あり なし なし あり あり

検討方法 モータ負荷 搬送物質量

ベルト使用本数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

駆動プーリ(最大)
回転数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

モータ負荷 ○ ○ ○ ○

加速度:α ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

キャリッジ質量:m1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ワーク質量:m2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

カウンターウェイト質
量:m3 ○ ○ ○ ○

搬送側最小スパン長:Ls ○ ○ ○ ○

バネ張力:Toc ○ ○ ○ ○

P.34



3-6)入力タブ:検討条件入力(動力伝達) ⑦検討条件入力→⑧”候補一覧
を表示”押下で次のタブへ

⑦ 軸No.2:負荷軸

軸No.1
(原動プーリ)

軸No.2

軸No.3

⑧

軸No.2:アイドラ

→負荷有無の☑押下でチェックを外す

P.35

用途：動力伝達 設計方法：モータ負荷



3-6)入力タブ:検討条件入力(動力伝達)

・負荷軸に実負荷を入力

・アイドラは”0” を入力

軸No.1
(原動プーリ)

軸No.2
(アイドラ)

軸No.3
(負荷軸)

⑦ ⑧

P.36⑦検討条件入力→⑧”候補一覧
を表示”押下で次のタブへ

用途：動力伝達 設計方法：実負荷



3-6)入力タブ:検討条件入力(動力伝達以外)

➀ ➁➀

➁

用途：コンベヤ

・加速度は加速時間：0.5s、速度差1m/s ⇒ 2m/s2を入力!

・テーブル支持体や搬送物とベルトの摩擦係数を入力!
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3-6)入力タブ:検討条件入力(動力伝達以外) 用途：リニア,Ω

➀ ➁ ③

・正逆運転用途は搬送側最小スパン長を入力! 但し、未決の場合は”0”を入力!

・テーブル支持体とベルトやリニアモーションガイドの摩擦係数を入力!

➀

➁

③

P.38



3-6)入力タブ:検討条件入力(動力伝達以外)

➀ ➁③ ④
➀

➁

③

④
・バネ張力使用時は入力!

但し、未決の場合は”0”を入力!

用途：リフター

・m1とm2の合算しかわからない…
⇒どちらかを>0とし合計を合わせる!
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4.候補一覧タブ

⑨

⑩ ⑪

⑩レイアウト調整に進む（通常手順）
⑪結果画面に進む（概算結果確認）

歯形”自動”：⑨候補からベルト選択（行を押下）
歯形”指定”：⑨に指定ベルトのみ表示（行の押下不要）
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5.レイアウト調整タブ

⑫

⑬

⑫目標ベルト歯数に調整するため移動軸と方向を入力
→⑬“移動実行”押下でレイアウト調整

・例)計算ベルト歯数219.60歯を目標220歯に調整
→⑫軸No.2を0°の方向に移動

「移動軸No.：2」「移動方向の角度:0」を入力

A

B 軸No.1 軸No.2

P.41

・計算ベルト歯数・長さ(B):入力条件からの計算値

・目標ベルト歯数(A):計算ベルト歯数に近い整数の歯数(手動入力可)



5.レイアウト調整タブ

⑭

移動実行後の画面

A

B

P.42

目標と計算ベルト歯数の合致(A=B)
→⑭“結果画面に進む”押下で次のタブへ



6.結果タブ:選定結果

⑮

選定結果でpdf.出力
→⑮”pdf作成”押下

特記事項表示欄

”ベルト1本あたりの選定ベルト”と”入力条件のベルト使用本数”を表示

※各タブ押下で選択タブへ切替り再検討可
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6.結果タブ:取付張力(目安)の注意点

ご使用ベルト幅が選定ベルトと異なる場合は、下式で補正して下さい。

・取付張力(補正後)=0.3×A×(ご使用ベルト幅/必要幅)+0.7×A  ※A:カタログ参照

または

・取付張力(補正後)=To×[0.3×(ご使用ベルト幅/必要幅)+0.7]/[0.3×(選定幅/必要幅)+0.7]

P.44

取付張力:Toは選定ベルトに対する検討結果→



6.結果タブ:pdf.作成

⑮押下で印刷準備画面を表示
→⑯用紙サイズ、印刷言語の選択及び諸条件入力
→⑰”pdf作成”押下

⑮

⑯

⑰

P.45



7.補足:入力条件再入力手順 結果タブから入力タブに戻り”再入力”押下 P.46



7.補足:入力条件再入力手順 “再入力”押下後は最初の検討状態に戻る
※以降の手順は繰返し
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8.補足:ファイル機能

・入力タブの”ファイル”→”開く”で再読込み
※用途・設計方法は読込みファイルに応じ自動切替え

P.48

・各タブの”ファイル”から各画面へ移動可
※入力条件は初期化

・検討完了後、各タブの”ファイル”→”名前を付けて保存”
でファイル形式を保存


